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位

の
地
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現
今
臨
濟
宗
に
於
け
る
輝
の
膿
験
の
規
範
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
近
世
間
出
の
偉
人
白
隠
暉
師
の
施
設
に
成
り
、
法
身
、
機
關
、
言
詮
、

難
透
難
解
、
五
位
、
十
重
禁
戒
マ」漸
進
的
に
之
を
禮
験
し
て
、
成
佛
作
麗
の
直
路
を
如
實
に
辿
る
こ
ミ
に
な
つ
て
ゐ

る
。
白
隙
以
後
の
師
家
は

何
れ
も
皆
此
規
範
に
準
嫁
し
て
参
學
者
を
提
蜥
し
、
参
塵
者
は
其
提
纐
を
唯

一
の
依
止
ε
し
て
、
先
づ
注
身
の
常
農

ε
其
邊
際
を
時
室
二
間
に

亘
り
て
之
を
究
明
し
て
自
識
の
立
脚
を
固
め
、
而
し
て
後
漸
次
に
許
多
の
公
案
邸
ち
機
關
言
詮
難
透
難
解
等
を
蓼
究
し
て
輝
の
慈
奥
を
鑑
し
、

猫
脆
無
爲
の
閉
道
人
底
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
之
を
古
賢
の
そ
れ
ミ
封
比
す
る
ε
其
間
著
し
き
差
異
が
有
る
や
う
で
あ
る
。
高
檜
傳
中
所
記

の
古
賢
の
そ
れ
は
多
く
頓
語
的
で
あ
り
、
例
せ
は
二
三
の
公
案
に
よ
り
て
漆
桶
を
打
破
し
、
大
法
の
嗣
承
者
ミ
な
り
て
更
に
纂
揚
し
て
ゐ
る
、

中
に
は
大
悟
十
八
返
小
悟
撒
を
知
ら
す
ミ
云

へ
る
如
き
人
も
あ
る
も
、
そ
れ
ε
て
A
-
日
の
禮
験
法
の
如
く

一
の
規
範

に
ょ
り
て
準
嫁
し
参
究
し

た
る
者
で
は
な
い
。
然
る
に
今
日
の
禮
瞼
法
は
師
資
共
に
全
く
自
懸
の
規
範
に
依
り
、
比
較
的
組
織
的
な
法
を
辿
り
て
参
究
し
、
表
面
に
頓
悟

を
標
榜
し
つ
・
實
は
漸
進
的
に
膿
瞼
の
歩
を
進
め
、
十
有
餓
年
の
勢
力
を
專
注
し
て
漸
く
大
法
嗣
承
の
資
格
を
得
て
。
悟
境
に
於
け
る
精
粗
及

び
頓
漸
の
是
非
、
叉
は
頓
悟
を
漸
悟
に
改
め
し
所
以
は
今
論
す
べ
き
問
題
に
あ
ら
ざ
る
も
、
白
隠
の
其
組
織
化
は
確

に
暉
の
危
期
を
救
ひ
法
燈

を
再
び
日
本
佛
教
界
に
輝
し
得
た
の
で
あ
る
。
臨
濟
輝
の
今
日
あ
る
は
則
ち
そ
れ
が
爲
で
あ
り
、
そ
れ
は
實
に
白
隙
の
遺
産
で
あ
る
。
若
し
其



場
合
斯
の
如
き
膿
験
法
の
施
設
な
く
、
支
那
式
の
ま

」
依
然
・こ
し
て
改
む
る
を
得
な
ん
だ
な
ら
ば
、
今
日
の
臨
爾
輝
も
恐
ら
く
曹
洞
騨
の
如
く

有
無
の
間
に
彷
樫
し
、
師
な
く
道
な
き
に
至
つ
た
の
で
あ
ら
う
、
此
意
味
よ
り
見
れ
ば
白
懸
の
其
組
織
化
は
偉
大
な
る
敵
果
ミ
償
値
を
認
め
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

今
試
み
に
輝
の
實
際
的
髄
験
の
立
場
よ
り
其
組
織
化
を
考
察
す
る
ε
、
法
身
の
髄
得
は
自
謹
-こ
し
て
の
根
本
的
基
凝
で
あ
り
、
同
時
に
純
粋

な
る
自
意
識
の
艦
瞼
及
び
確
立
で
あ
る
。
更
に
云
へ
ば
、
二
元
的
な
差
別
的
分
別
智
を
離
脱
し
純

一
李
等
的
な
絶
封
智
を
獲
得
し
,
佛
敏
の
箏

一
義
的
な
無
我
眞
如
法
性
等
悉
く
客
観
的
教
義
に
あ
ら
す
し
て
、
自
己
主
観
の
そ
れ
た
る
こ
ぐ」を
眞
實
に
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
騨

は
此
の

如
く
先
づ
法
身
の
艦
得
に
よ
り
て
實
際
的
修
道
の
基
礎
を
得
、
換
言
す
れ
ば
如
來
大
圓
.壁
の
世
界
は
如
來

一
人
の
世
界
に
あ
ら
す
し
て
、
自
己

意
識
内
の
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
一
事
實
ざ
し
て
髄
験
し
、
佛
陀
自
内
謹
の
凹光
明
の

一
端
ミ
法
の
眞
實
性
確
實
性
を
適
確
に
味
識
し
得
る
の
で
あ

る
。
是
に
於
て
か
知
る
、
法
身
の
艦
得
は
實
に
暉
及
び
佛
教
習
學
の
實
際
的
基
礎
で
あ
り
、
此
基
礎
を
膿
得
し
得
て
始
め
て
輝
及
び
佛
教
は
自

己
の
も
の
ε
し
て
の
確
實
性
を
得
て
、
理
論
で
な
く
教
義
で
な
く
眞
賞
に
疑
ひ
得
な
い
事
實
九
る
こ
ε
を
味
ふ
の
で
あ
る
。
是
れ
法
身
が
参
輝

辮
道
の
第

一
位
に
置
か
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。
次
に
他
の
公
案
即
ち
難
透
難
解
等
は
法
の
主
観
性
ε
自
己
意
識
の
差
別
的
妙
用
の
自
由
を
得
る

爲
に
與

へ
ら
れ
、
師
ち
幾
多
の
公
案
の
参
究
に
よ
り
て
法
の
淵
源
・こ
其
開
展
ε
を
究
め
、
同
時
に
自
己
意
識
の
そ
れ
に
活
現
す
る
自
由
無
凝
の

作
用
を
修
錬
し
、
而
し
て
夏
に
猫
腕
無
爲
の
大
解
睨
門
を
開
い
て
佛
教
の
所
謂
遊
戯
世
界
に
遊
ぶ
の
で
あ
る
。
是
れ
法
身
に
よ
り
て
根
本
智
艦

得
後
夏
に
順
次
的
…幾
多
の
公
案
研
参
の
道
が
施
設
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。
定
慧
等
學
は
古
今
を
通
じ
て
の
佛
教
習
學
の
規
範
で
あ
る
。
而
も

慧
學
は
軍
に
近
代
的
な
學
的
研
究
の
み
に
て
満
足
す
べ
き
で
な
く
、
よ
り
以
上
に
進
ん
で
揮
法
眼
を
得
る
の
で
な
く
て
は
眞
實
の
慧
學
、こ
は
構

し
得
な
い
、
白
隠
は
暉
に
於
け
る
慧
學
の
方
法
を
組
織
化
し
て
髄
験
的
規
範
、し
な
し
、
而
も
自
ら
之
を
學
徒
に
試
み
、
其
實
謹
の
確
賃
な
る
を



以
て
後
世
に
流
布
し
、
比
較
的
難
解
難
入
の
輝
を
容
易
に
得
せ
し
め
て
、
灘
定
の
力
ε
同
時
に
鐸
法
眼
を
打
開
せ
し
め
た
る
鮎
は
、
輝
研
究
ぐ」

し
て
は
確
か
に

一
進
歩
で
あ
り

一
開
展
で
あ

る
ε
樗
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
虎
關
師
錬
の
如
き
は
既
に
理
致
機
關
向
上
の
三
階
段
を
以
て
灘
の
進
路

を
論
ぜ
し
ε
難
も
、
之
を
實
際
に
施
行
し
て
之
に
依
止
せ
し
め
た
る
者
は
全
く
白
隙
で
あ
る
故
に
、
現
代
の
臨
濟
暉
を

一
に
白
隠
輝

ミ
樗
し
、

師
を
中
興
の
偉
人
ε
樗
す
る
も
決
し
て
過
言
で
な
い
。

白
隠
の
規
範
を
基
礎
ε
し
て
五
位
の
位
地
を
黙
検
す
る
に
、
五
位
は
其
規
範
の
第
五
位
に
位
し
、
夏
に
其
位
地
を
實
際
的
修
道
の
方
面
よ
り

見
る
ε
、
最
早
や
最
終
に
近
き
位
地
を
占
め
て
ゐ
る
。
現
在
の
臨
濟
輝
に
於
け
る
五
位
の
位
地
は
實
に
此
の
如
き
要
地
に
在
る
故
に
、
参
學
の

徒
に
於
て
も

久
参
の

上
士
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
實

際
的
髄
験
は
勿
論
、
其
意
味
の
理
解
す
ら
有
し
て
居
な
い
者
が
多
い
や
う
で
あ
る
。
五
位

は
、
輝
の
哲
理
ミ
構
せ
ら
れ
、
殊
に
曹
洞
の
輝
は
基
調
を
之
に
置
く
の
で
あ
る
か
ら
、
暉
の
研
究
ε
し
て
は
學
的
ミ
膿
鹸
的
ε
に
關
せ
す
研
参

す
べ
き
題
目
で
あ
る
。
之
を
除
外
し
て
は
洞
山
師
資
の
輝
は
理
解
も
罷
得
も
共
に
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
曹
洞
宗
に
於
て
は
参
同
契
寳
鏡
三
昧

の
塞
諦
・こ
共
に
五
位
の
研
参
が
最
も
重
覗
せ
ら
れ
、
且
つ
多
藪
の
著
書
の
世
に
出
し
所
以
で
あ
る
。
然
し
自
懸
が
之
を
規
範
の
第
五
位
に
置
け

る
理
由
は
別
に
存
在
す
る
ミ
信
す
る
。
若
し
軍
に
曹
洞
輝
の
眞
諦
及
び
基
調
な
る
が
故
に
ざ
云
ふ
の
み
な
ら
ば
、
其
位
地
の
如
き
は
何
等
の
問

題
ε
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
け
れ
さ
も
吾
人
は
斯
く
箪
純
に
は
首
肯
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
之
を
第
五
位
に
置
け
る
所
以
は
、
参
究

の
必
然
的
な
順
序
ミ
し
て
配
せ
し

者
で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
参
究
の
進
展
上
其
参
究
に
入
ら
ざ
れ
ば
完
全
性
を

欠
く
爲
で
あ
つ
た
で
あ
ら

う
。
何
故
な
れ
ば
、
法
身
の
罷
得
は
前
述
の
如
く
輝
の
基
礎
で
あ
る
、
同
時
に
根
本
智
李
等
智
の
打
開
で
あ
る
。
爾
後
の
公
案
乃
ち
機
關
言
詮

難
透
難
解
等
は
後
得
智
差
別
智
の
研
参
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
差
別
の
事
象
に
秘
め
ら
れ
た
る
眞
理
§
其
事
象
に
封
慮
す
る
客
観
的
智
の
無
凝

の
飛
躍
を
試
錬
す
る
爲
の
公
案
で
あ
る
。
而
し
て
五
位
は
以
上
の
李
等
智
差
別
智
膿
究
の
後
夏
に
之
を
課
す
る
者
な
れ
ば
、
こ
・
に
五
位
の
必
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然
的
役
目
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
、
然
り
五
位
は
必
然
的
に
其
役
目
を
有
し
、
而
も
其
役
目
を
完
全
に
果
し
得
る
者
は
五
位
を
除
い
て
は
他
に
見

出
し
得
な
い
、
五
位
は
恰
も
之
れ
が
爲
め
に
用
意
さ
れ
た
る
如
き
観
が
あ
る
。
臨
濟
の
四
料
簡
華
嚴
の
四
法
界
の
如
き
は
能
く
五
位
に
配
せ
ら

れ
、
同

一
眞
理
を
表
現
す
る
者
の
如
く
見
ら
れ
居
る
も
、
嚴
密
に
之
を
考
察
す
る
ミ
き
は
、
各
自
に
凋
有
の
眞
理
を
有
し
、
公
案
・こ
し
て
も
各

凋
自
の
機
用
が
秘
め
ら
れ
て
ゐ
る
、
若
し
普
循
的
に
共
通
の
意
味
よ
り
す
れ
ば
、
必
す
し
も
四
料
簡
四
法
界
に
限
ら
す
許
多
の
公
案
の
中
に
も

存
す
る
ゆ
へ
、
之
の
み
の
配
列
に
て
は
意
義
を
な
さ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
四
料
簡
四
法
界
等
参
究
の
後
五
位
を
與

へ
る
理
由
は
別
に
存
在

せ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
從
來
参
究
の
李
等
差
別
の
公
案
を
嚴
密
に
考
察
す
る
ミ
き
は
、
差
別
智
を
離
れ
て
卒
等
智
の
存
在
せ
ざ
る
如

く
、
五
位
も
從
來
の
公
案
を
全
く
離
れ
て
存
在
す
る
者
に
あ
ら
ざ
る
も
、
從
來
の
公
案
は
個
々
の
機
用
ε
個
々
の
解
脱
に
於
て
各
猫
種
の
眞
理

を
有
し
、
叉
其
償
値
に
於
て
も
個
々
の
上
に
存
在
し
て
統

一
的
組
織
的
の
上
に
は
之
を
認
識
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
五
位
は
從
來
不

統

一
の
公
案
を
統

一
づ
け
、
夏
に
組
織
的
に
再
び
罷
験
せ
し
め
て
完
全
な
ら
し
む
る
爲
の
公
案
ε
し
て
規
範
の
第
五
位
に
用
意
せ
ら
れ
た
る
者

で
あ
ら
う
。
法
身
以
後
の
艦
鹸
は
五
位
の
艦
験
を
倹
つ
て
始
め
て
組
織
的
ε
な
り
、
師
ち
卒
等
差
別
の
關
係
、
相
帥
相
入
の
眞
理
、
相
封
智
縄

鋤
智
の
圓
融
、
叉
絶
封
自
身
の
絶
封
的
位
地
及
び
解
脱
的
遊
戯
の
世
界
の
風
光
が
比
較
的
組
織
的
に
味
識
せ
ら
れ
て
、
而
も
之
れ
が
日
常
生
活

中
に
艦
現
せ
ら
れ
、
何
等
の
凝
滞
無
く
任
蓮
に
施
行
せ
ら
れ
て
法
の
實
際
化
行
の
眞
理
化
が
こ
、
に
活
現
す
る
の
で
あ
る
。
是
れ
五
位
が
輩
な

る
思
辮
的
哲
學
で
な
く
髄
験
的
規
範
の
第
五
位
に
配
せ
ら
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。

二

五
位

の
創

唱
芒
其
史
的
考

察

膣
験
を
以
て
唯

一
の
生
命
ε
す
る
輝
隔こ
し
て
は
、
五
位
の
思
想
の
史
的
考
察
の
如
き
は
何
等
の
興
味
を
有
せ
す
殆

さ
無
意
義
の
如
き
観
あ
る

も
、
を
れ
が
輝
の
重
要
な
る
剛
思
想
た
る
以
上
は
考
察
を
試
み
て
其
源
頭
を
探
り
其
依
て
來
る
所
を
明
に
し
、
以
て
艦
験
的
五
位
の
思
想
的
地
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位
を
定
め
て
を
く
も
決
し
て
無
意
義
に
あ
ら
す
ε
思
ふ
故
之
を
記
す
る
こ
ぐ」
に
す
る
。

五
位
の
表
現
法
は
縄
宗

一
流
の
詩
的
表
現
法
を
以
て
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
其
思
想
ε
し
て
は
猫
創
の
者
で
な
く
、
遠
く
は
大
乗
教
の
根

本
基
調
た
る
眞
如
縁
起
並
び
に
華
嚴
縄
の
四
法
界
観
に
基
き
、
近
く
は
石
頭
希
遷
の
参
同
契
に
基
く
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
も
亦
羅
什
門
下
の

肇
法
師
の
肇
論
に
根
基
し
て
述
作
せ
し
者
な
れ
ば
、
猫
創
の
者
で
な
く

}
の
阻
述
に
過
ぎ
な
い
こ
ε
は
多
言
を
要
せ
ぬ
。
そ
れ
で
、
五
位
は
間

接
的
に
は
肇
論
に
よ
り
直
接
的
に
は
参
同
契
に
よ
れ
る
者
で
あ
る
。
そ
は
彼
の
法
系
よ
り
見
て
も
用
語
よ
り
見
て
も
疑
を
容
れ
ぬ
。
然
ら
ば
石

頭
は
肇
論
の
如
何
な
る
思
想
を
参
同
契
に
租
述
せ
し
か
、
是
れ
他
な
し
、「
至
人
塞
洞
無
一象
而
萬
物
無
ノ非
二我
造
一會

二萬
物
一爲
二自
己
一者
其
唯

聖
人
乎
」
の
語
で
あ
る
。
彼
は
肇
論
を
披
見
し
此
語
に
逢
着
し
て
心
華
を
開
襲
し
歓
喜
の
余
之
を
述
作
せ
る
者
で
あ

る
「
五
燈
會
元
五
」。

師
因
看
二肇
論
一。
至
下會
二萬
物
一爲
〆己
者
其
唯
聖
人
乎
上
。
師
乃
紺
ノ
几
目
。
無
〆
已
靡
〆所
ノ不
巳
。
法
身
無
象
.
誰

云
二自
他
一。
圓
鑑
塞
二照

於
其
間
一。
萬
象
罷
玄
而
自
現
。
境
智
非
γ
一
。
敦
云
二去
來
一。
至
哉
斯
語
也
。
…
…
逡
著
二参
同
契
一。

此
読
は
必
し
も
會
元
を
以
て
始
ミ
す
る
の
で
な
く
、
碧
岩
集
第
四
十
則
南
泉

一
秣
花
の
評
中
に
圓
悟
は
左
の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。

石
頭
因
看
二肇
論
一。
至
下
此
會
二萬
物
一爲
一一自
己
一慮
上。
諮
然
大
悟
。
後
作
二
一
本
参
同
契
一。
亦
不
レ出
二此
意
一

圓
悟
の
此
意
ε
は
陸
亘
大
夫
の
南
泉
に
問

へ
る
郎
ち
前
の
同
根

】
艦
の
語
を
指
示
せ
る
者
で
「會
三
萬
物
爲
二自
己
一」
ε
云
ふ
も
同
意
味
を
艦
験

的
に
表
明
せ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
之
に
依
り
て
観
れ
は
石
頭
は
肇
法
師
の
思
想
に
啓
襲
せ
ら
れ
て
述
作
せ
し
こ
、こ
は
謹
明

せ
ら
る
」
。
然
ら
ば
彼
は

如
何
に
之
を
組
蓮
せ
し
か
、
今
参
同
契
の
要
鮎
を
記
す
る
ぐ」則
ち
左
の
如
く
で
あ
る
。

竺
土
大
仙
心
。
東
西
密
相
付
。
人
根
有
二利
鈍
一。
道
無
二南
北
租
一。
塞
源
明
咬
潔
。
支
派
噌
流
注
。
執
ノ事
元
是
迷
。
契
ゾ理
亦
非
ゾ悟
。門

々

一
切
境
。
回
互
不
回
互
Q
回
而
更
相
渉
。
不
γ爾
依
γ位
立
。
…
…
色
本
殊
ご質
象
一。
…
…
…
然
於
・二

々
法
一。依
γ
根
葉
分
布
。
當
二明
中
一有
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μ
暗
。
勿
下以
ご暗
相
一遇
上。
當
二
暗
中
一有
γ明
。
勿
下以
二明
相
一観
上
。
明
暗
各
相
封
。
比
如
二前
後
歩
一(
五
燈
會
元
五
)

肇
論
の
同
根

一
艦
の
思
想
を
更
に
追
究
す
る
ε
き
は
、
参
同
契
の
回
互
不
回
互
邸
ち
相
帥
相
入
の
哲
理
に
出
る
こ
霊
は
當
然
で
あ
り
、
而
も
そ

れ
は
既
に
華
嚴
哲
學
に
詳
説
せ
し
所
で
あ
る
か
ら
、
思
想
ε
し
て
何
等
猫
創
的
意
義
な
き
も
、
そ
れ
を
五
位
に
分
解
し
て
個
々
猫
有
の
意
義
を

明
か
に
し
、
且
之
を
輝
の
見
地
よ
り
解
説
せ
し
鮎
は
洞
山
の
創
意
に
基
く
者
亡
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

五
位
の
創
唱
は
前
述
の
如
く
洞
山
良
紛
た
る
こ
ε
は
何
等
の
疑
を
容
れ
ざ
る
も
、
「
重
集
五
位
顯
訣
」晦
然
の
補
注
に
は
左
の
事
を
記
し
て
ゐ

る
。紛

初
住
二新
豊
一。
晩
遷
二洞
山
一。
大
駕
二其
道
一。
立
二偏
正
五
位
一。
爲
二當
時
首
唱
一。今
此
云
二洞
山
顯
訣
一。
則
五
位
之
設
。
始
二於
洞
山
一。

是
天
下
通
論
也
。
是
以
寳
鏡
三
昧
歌
與
一一玄
中
銘
雪
子
吟
綱
宗
掲
一。
詞
語
多
相
同
。
皆
出
二於
悟
本
一無
ノ疑
突
。

而
曾
寳
傳
云
云
。

曹
山
欲

ソ辞
二洞
山
一。
山
云
三
更
當
γ來
。
授
二汝
曲
析
一。
至
二
中
夜
一授
二章
先
雲
巖
所
γ
付
寳
鏡
三
昧
五
位
顯
訣
三
滲
漏
一〇

同
賛
日
。
寳
鏡
三
昧
。
其
詞
要
妙
。
雲
巖
以
授
二洞
山
一。
疑
藥
山
所
〆作
也
。
…
…
嫁
ノ此
則
三
昧
顯
訣
逐
位
頒
三
滲
漏
等
文
。
皆
似
/出
二藥

山
一…
…
今
以
二菅
豹
一窺
〆之
Q
籍
鏡
顯
訣
三
漏
之
旨
。
難
三皆
稟
ご於
藥
山
一。

至
三於
着
/文
設
レ位
流
二
布
叢
林
一。

則
創
〆自
ご
洞
山
】。
故
天

下
辮
二洞
山
五
位
一。
叉
親
承
二克
家
曹
山
一。
父
子
皆
云
二洞
山
顯
訣
一。
此
爲
二明
謹
㎝。
何
必
惑
二於
後
來
之
説
一乎
。
但
上
組
秘
…レ之
。
慮
ゾ成
二

路
布
一。
洞
山
大
開
二
戸
鵬
一…
…
…
途
乃
立
ノ名
立
〆位
施
設
不
ノ疑
耳
。
故
云
二顯
訣
一。
意
可
レ知
突

千
丈
實
巖
は
其
著
「
杓
木
編
」に

巖
謹
稽
二此
篇
作
者
一。
古
今
難
〆多
二異
論
一。
決
爲
一一洞
山
所
作
一。
不
γ可
γ疑
也
。

何
。
洞
租
以
前
。

絶
無
二如
γ此
文
艦
口
氣

一。
況
如
二偏

正
君
臣
等

一。
洞
租
以
前
。
人
所
〆不
ン言
。
就
ノ中
汝
渠
語
句
。
全
同
二過
水
悟
道
之
偶
一。
由
レ是
観
ノ之
。
毘
範
僧
寳
傳
。

言
二先
雲
巖
所
付
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寳
鏡
三
昧
五
位
顯
訣
】。
似
下
以
二此
篇
一爲
申雲
巖
作
上
o
霧
不
〆取
γ之

ミ
云
へ
り
。
尚
五
燈
會
元
に
は

唐
大
中
末
。
於
二新
豊
山
一。
接
二誘
學
徒
一。
豚
後
盛
二化
豫
章
高
安
之
洞
山
一。
標
開
二五
位
一。
善
接
二
三
根
一。

ぐ」記
し
て
ゐ
る
。
以
上
の
書
は
何
れ
も
皆
洞
山
の
所
設
ε
認
定
し
て
居
る
も
異
読
の
存
在
せ
し
こ
ミ
も
亦
事
實
で
あ
る
。
そ
れ
等
は
皆
櫓
寳
傳

所
読
に
依
れ
る
者
で
あ
る
,
而
も
其
疑
義
は
雲
巖
所
授
・こ
云
ふ
語
に
基
い
て
ゐ
る
。
然
し
藥
山
雲
巖
傳
中
に
五
位
の
成
文
を
見
ざ
れ
ば
洞
山
所

作
ε
す
る
方
が
愛
當
で
あ
る
。
さ
れ
曹
五
位
の
思
想
-こ
し
て
は
寳
鏡
三
昧
ぐ」同
じ
く
。
藥
山
よ
り
雲
巖

へ
、
雲
巖
よ
り
洞
山
ヘ
セ
順
次
に
傳
承

せ
し
者
で
、
而
も
亦
之
に
よ
り
て
輝
の
諸
組
が
等
し
く
大
乗
敏
の
相
關
的
哲
理
を
最
高
幽
立
な
思
想
ε
し
て
學
得
し
來
れ
る
こ
ε
も
知
り
得
ら

る
瓦
。
爪同
洞
山
録
中
龍
山
書
の
問
答
に

問
如
是
主
中
賓
。
山
日
青
山
覆
白
雲
。
師
日
如
何
是
主
中
主
。
山
日
長
年
不
〆出
ノ戸
。
師
日
主
賓
去
相
幾
何
。
山
日
長
江
水
上
波
、
師
日
賓

圭
相
見
有
二何
言
説
一。
山
日
清
風
彿
明
月
。
師
辞
退

父
曰
く

師
問
ノ僧
。
名
什
歴
。
櫓
云
某
甲
。
師
日
阿
那
箇
是
闇
黎
主
入
公
。
櫓
云
見
抵
封
山
師
日
苦
哉
苦
哉
。

今
時
人
例
皆
如
ノ此
。

只
是
認
二得
騒

前
馬
後
底
一。
將
爲
二自
己
一。
佛
法
李
沈
。
此
之
是
也
。
賓
中
主
倫
未
/分
。
如
何
辮
ご
得
主
中
主
一。
僧
問
如
何
是
主
中
主
。
師
日
閣
黎
自
道

取
。
云
某
甲
道
得
師
是
餐
中
主
。
如
何
是
主
中
圭
。
師
云
想
塵
道
師
易
。
相
綾
大
難
。

此
等
の
問
答
中
に
露
現
せ
る
輝
意
ε
、
過
水
悟
道
の
偶
及
び
寳
鏡
三
昧
五
位
顯
決
等
の
文
を
考
察
す
る
ミ
き
は
、
五
位
の
創
唱
の
洞
山
た
る
は

勿
論
、
逐
頒
功
勲
類
等
も
彼
の
著
作
た
る
こ
ε
は
疑
ふ
鯨
地
が
な
い
の
で
あ
る
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三

五
位

の
基
本

琶
其

配
列

洞
山
の
輝
を
顯
揚
す
る
者
は
必
す
寳
鏡
三
昧
を
墓
・着
す
、
寳
鏡
三
昧
葱
顯
揚
す
る
者
は
必
す
五
位
を
提
唱
す
、
是
を
以
て
蜜
鏡
三
昧
及
び
五

位
は
洞
山
の
輝
法
の
そ
れ
の
表
現
た
る
こ
¶こ
は
知
り
得
ら
る
が
、
更
に
其
根
幹
を
求
む
る
ミ
彼
の
法
語
に

有
一二

物
一上
柱
ノ
天
下
柱
〆地
黒
似
γ漆
。
常
在
ご動
用
中
一。
動
用
中
牧
不
γ得

這
箇

一
句
子
は
洞
山
の
輝
の
眞
意
義
を
顯
露
せ
る
者
で
、
這
の

一
句
子
こ
そ
洞
山
自
己
の
宗
教
で
あ
り
、
之
を
開
展
し
て
詩
的
に
諦
出
せ
し
者

か
師
寳
鏡
三
昧
歌
に
し
て
、
之
を
髄
験
的
に
順
序
付
け
し
者
が
郎
五
位
に
し
て
、
之
を
爲
人
接
手
上
に
慮
用
せ
し
者
が
三
滲
漏
三
路
で
あ
る
。

其
他
彼
の
諦
出
に
な
る
玄
中
銘
新
豊
吟
の
如
き
は
寳
鏡
三
昧
歌
ぐ」異
音
同
調
に
し
て
別
に
異
な
れ
る
特
種
的
意
義
を
顯
せ
る
者
で
な
い
。
然
ら

ば
天
地
を
柱
持
す
る

一
物
ε
は
何
物
葱
意
味
す
る
か
、
他
な
し
三
昧
歌
の
「如
是
之
法
」
過
水
悟
道
偶
の
「
如
々
」
で
あ

る
。
張
て

一
般
的
宗
教
及

び
佛
教
ε
し
て
云
へ
ば
、
眞
如
、
法
性
、
又
は
究
極
的
原
理
の
神
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
黒
き
こ
ぐ」
漆
の
如
く
、
名
相
を
絶
し
、
形
影
を
絶

し
、
常
識
を
以
て
計
度
し
得
ざ
る
絶
封
的
な
者
で
、
之
を
六
狙
恵
能
の
語
に
徴
す
る
マ」、「
心
量
廣
大
猫
如
塵
塞
無
有
邊
絆
亦
無
方
圓
大
小
亦
非

青
黄
赤
白
亦
無
唄
無
喜
無
是
無
非
無
善
無
悪
無
有
頭
尾
」
(
六
租
法
寳
壇
経
上
)
,こ
説
て
ゐ
る
。
か
く
て
こ
そ
「如
」
で
あ
り
絶
封
で
あ
る
。
「
如
」

の
當
罷
に
は
寸
毫
の
思
惟
を
容
れ
な
い
、
眞
の
絶
封
に
は
絶
封
¶こ
云
ふ
名
詞
す
ら
絶
し
、

一
切
の
離
却
し
た

一
物
の
猫
自
的
な
常
艦
が
師
ち
如

で
あ
る
。
然
れ
さ
も
這
箇
の

一
物
は

一
切
を
維
す
る
が
故
に
能
く

一
切
に
入
り

一
切
に
即
す
る
、
是
れ
「
常
在
勲
用
中
」
ぐ」
提
唱
せ
し
所
以
で
あ

、る
。
「
動
用
」
は
「如
」
自
身
の
躍
動
で
あ
り
生
命
的
創
作
で
あ
る
。
既
に
躍
動
あ
り
創
意
あ
れ
ば
「
偏
」
の
世
界
は
「
正
」自
身
の
創
造
の
世
界
ミ
し

て
顯
現
し
、
こ
・
に
始
め
て
回
互
の
眞
理
が
存
在
す
る
、
故
に
洞
山
は
「
常
在
」
を
以
て
偏
正
回
互
の
襖
子
ε
な
し
、
詩
的
に
之
を
碩
出
し
て
其

意
義
を
明
に
せ
る
者
が
則
ち
寳
鏡
三
昧
歌
で
あ
る
。
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如
是

之

法
。

佛

組

密

付
。

汝

今

得

ゾ之

。

宜

二
善

保
護

。

銀
宛

盛

〆
雪

。
〔明

月
藏

〆
鷺

。
類

而

不

/
齊

。

混

則
知

〆
虚

。

意

不

ゾ
在

ソ
言

。

來

機

亦

趣
。
動
成
・案
自

。
差
落
・顧
狩
。
背
濁
共
非
。
如
二大
火
聚
!

…

-
夜
牛
正
明
。
天
曉
不
露
。
…
・-
如
臨

嚢

競

。
形
影
相
観
。
汝
是
非

〆渠
。
一渠
正
日疋
汝
O
加
川二世
期
婁
兄
。
五
相
唐兀
具
一。
雷
ぬ離
六
ソ父
。
偏
正
回
互
O
愚
且而
爲
ノ一二
〇
一愛
無
皿成
ノ
五
〇

如
二輩
輯早
味
一如
二金
剛
杵
一。

正
中

妙
叶
。
敲
唱
墜
暴
。
錯
然
則
吉
。
不
ノ可
二
犯
杵
。
天
眞
而
妙
。
不
〆局
二迷
悟
一…
…
…
臣
奉
二於
君
一。
子
順
二於
父
一。
潜
行
密
用
。
如
ノ愚
如

〆魯
。
但
能
相
綾
。
名
二王
中
主
一。
(洞
山
悟
本
灘
師
語
録
)

以
上
の
文
は
其
要
鮎
を
な
せ
る
者
の
み
を
記
せ
し
が
、
極
め
て
難
解
の
文
で
あ
り
、
從
て
古
人
の
注
解
に
於
て
も

一
定
し
て
ゐ
な
い
。
さ
れ
曹

偏
正
五
位
の
意
義
は
此
文
中
に
審
き
て
ゐ
る
。
嬰
兄
の
五
相
完
具
ぐ」
云
へ
る
は
彼
が
偏
正
五
位
配
列
の
分
解
的
噌
示
を
得
た
る
者
で
、
浬
葉
経

第
二
十
嬰
兇
行
品
に

如
來
亦
余
。
不
能
起
考
如
來
終
不
起
諸
法
相
。
不
能
住
者
如
來
不
著

一
切
諸
法
。
不
能
來
者
如
來
身
行
無
有
動
旛
。
不

能
去
者
如
來
已
至
大
般
浬
葉
。

不
能
語
者
如
來
難
爲

一
切
衆
生
演
読
諸
法
實
無
所
説
言
、
彼
は

以
上
の

不
起
不
住
不
來
不
去
不
語
に
例
し
て

「
如
是
之
法
」を
分
解
し
、
正
中
偏
、
偏
中
正
、
正
中
來
、
粂
中
至
、
兼
中
到
の
五
位
ご
な
し
、
其
意
義
を
次
の
五
位
顯
訣
及
び
逐
位
頗
功
勲
五

位
類
に
左
の
如
く
述
て
居
る
。

五

位

顯

訣

正
位
却
偏
。
就
γ偏
魏
得
。
是
園
二爾
意
一。
偏
位
難
γ偏
。
亦
圓
二爾
意
一。
・縁
中
辮
得
。
是
有
語
中
無
語
。
或
有
二正
位
中
來
者
一。
是
無
語
中

有
語
。
或
有
二偏
位
中
來
者
一。
是
有
中
無
語
。
或
有
二兼
帯
來
者
一。
這
裏
不
〆説
二有
語
無
語
一。
這
裡
直
須
二正
面
而
去
一。這
裏
不
/得
不
一一圓

韓
一。
然
在
ノ途
之
語
総
是
病
。
夫
當
三人
先
須
辮
ご
得
語
句
一。
不
〆渉
二有
語
無
語
一。
這
箇
喚
作
二兼
帯
語
一。
粂
帯
語
全
無
二的
々
一也
:
・…
…

(洞
山
悟
本
輝
妙
語
録
)
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次
の
煩
は
右
の
文
が
読
明
的
で
あ
り
多
少
理
路
に
渉
る
鮎
あ
る
を
以
て
夏
に
碩
ε
し
て
顯
せ
し
者
で
あ
ら
う
、

一
は
當
代
の
流
行
に
随
ひ
て
之

を
な
せ
し
は
勿
論
な
る
も
、

一
は
灘
の
眞
意
は
理
論
を
以
て
は
到
底
明
瞭
に
な
し
難
き
を
以
て
逡
に
歌
ひ
出
せ
し
者

で
あ
ら
う
。

五

位

頚

正
中
偏
.
三
夏
初
夜
月
明
前
。
莫
ソ怪
相
逢
不
二相
識
一。
隙

々
猫
懐
二奮
日
嫌
一

偏
中
正
。
失
曉
老
婆
逢
二古
鏡
一。
分
明
戴
面
更
無
ゾ
他
ゆ
休
二更
迷
ノ頭
猫
認
ワ影
。

正
中
來
。
無
中
有
レ路
出
二塵
埃
一。
但
能
莫
/鰯
二當
今
諌

一。
也
勝
二前
朝
断
舌
才
一。

蕪
中
至
。
爾
刃
交
〆鋒
不
γ須
〆避
。
好
手
猫
如
二火
裏
蓮
一。
宛
然
自
有
二衝
天
氣
一

兼
中
到
。
不
ノ落
二有
無
一誰
敢
和
。
人
々
藩
欲
〆出
ご常
流
一。
折
合
還
蹄

炭

裡
一坐

功
勲
類
(異
本
に
は
「,上
堂
次
示
二問
話
檜
一頒
」
く」な
す
)

問
如
何
是
向
。
師
云
。
得
γ力
須
ノ忘
ノ飽
。
休
糧
夏
不
ン磯
。

聖
王
由
來
法
二帝
発
一。
御
ソ人
以
〆禮
曲
二龍
腰
一。
有
時
閑
市
頭
邊
過
。
到
彪
文
明
賀
二聖
朝
も

問
如
何
是
奉
。
師
云
。
只
知
二朱
紫
貴
一。
皐
ご負
本
來
人
一。

浮
洗
濃
粧
爲
二阿
誰

一。
子
規
聲
裏
勧
γ人
蹄
。
百
花
落
鑑
噌
無
慮
。
更
向
二観
峰
深
腱
一哺
。

間
如
何
是
功
。
師
云
。
撒
γ手
端
然
坐
。
白
雲
深
塵
開
。

枯
木
花
開
劫
外
春
。
倒
騎
二玉
象
一　
二麟
麟
一。
而
今
高
隙
千
峰
外
。
月
咬
風
清
好
日
辰
。

問
如
何
是
共
功
。
師
云
。
素
粉
難
ド況
〆跡
。
長
安
不
二久
居
一。
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衆
生
諸
佛
不
二相
侵
一。
山
自
高
分
水
自
深
。
萬
別
千
差
明
二底
事
一。
鵜
鵡
哺
虚
百
花
新
。

問
如
何
是
功
功
。
師
云
。
混
然
無
二誰
慮
一。
此
外
夏
何
求
。

頭
角
緩
生
己
不
γ堪
。
擬
〆心
求
〆佛
好
澄
愉
。
超
々
室
劫
無
二人
識
一。
向
肯
〆南
訥
二五
十
三
一。

五
位
に
就
て
他
に
君
臣
五
位
、
王
子
五
位
あ
る
も
、
此
二
は
前
二
位
を
比
喩
的
に
説
明
せ
し
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
別
に
記
す
る
必
要
を
認
め
す
故
に

之
を
略
す
る
。
其
他
圖
解
を
以
て
解
繹
せ
し
者
少
か
ら
ざ
る
も
煩
を
避
け
之
を
省
略
し
て
考
察
に
入
る
こ
ε
に
す
る
。
さ
れ
さ
輝
の
艦
験
の
意

義
を
明
瞭
に
す
る
た
め
、
先
づ
五
位
の
學
的
説
明
を
簡
潔
に
試
み
、
而
し
て
後
盟
験
的
考
察
を
試
み
た
い
¶こ
思
ふ
の
で
あ
る
。

四

五

位

概

説

前
記
の
顯
訣
逐
位
碩
功
勲
頒
を
概
観
す
る
ε
、
顯
訣
は
輝
の
哲
學
的
根
本
概
念
を
示
せ
る
者
で
あ
り
、
逐
位
功
勲
の
爾
煩
は
其
鎧
瞼
的
規
範

を
示
せ
る
者
で
あ
る
。
夏
に
爾
頚
に
就
て
塵
別
を
試
み
る
ε
、

一
般
的
に
は
前
者
は
輝
の
哲
學
の
根
本
概
念
を
現
は
せ
る
も
の
後
者
は
其
實
践

的
哲
學
の
標
準
を
示
せ
る
者
ε
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
吾
人
は
若
し
之
を
匠
別
す
る
ミ
せ
ば
前
者
は
洞
山
の
輝
の
眞
暁
を
五
位
に
分
ち
て
本
艦
作

用
實
境
涯
の
三
面
よ
り
頚
出
せ
し
者
マ」し
、
後
者
は
彼
が
特
に
學
徒
に
進
路
を
明
示
す
る
爲
に
作
ら
れ
た
者
ε
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
前

者
を
以
て
其
根
本
概
念
を
現
せ
し
者
ぐ」す
る
な
ら
ば
、
そ
は
餓
り
に
非
論
理
的
に
し
て
、
而
も
之
を
歌
煩
ε
し
て
諦
出
す
る
必
要
は
無
き
筈
で

あ
る
。
而
己
な
ら
す
此
煩
の
意
味
は
眞
實
に
艦
験
せ
し
人
の
み
味
識
し
得
る
者
に
し
て
未
罷
験
の
人
は
到
底
其
眞
意
を
理
解
し
得
な
い
で
あ
ら

う
、
其
嗣
曹
山
本
寂
も
爾
碩
に
於
て
は
唯
下
語
の
形
を
以
て
注
解
を
施
せ
し
の
み
で
、

一
般
的
な
注
解
の
形
を
以
て
繹
し
て
ゐ
な
い
、
之
を
顯

訣
の
注
繹
に
比
較
す
る
ε
自
ら
其
差
が
明
瞭
に
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

顯
訣
の
注
は
下
語
ミ
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
注
繹

ε
見
る
方
が
親
し
ざ
思
ふ

故
に
吾
人
は
爾
碩
を
匠
分
す
る
な
ら
ば

一
は
眞
境
の
諦
出
・こ
し

一
は
膿
験
法
の
諦
出
ε
見
る
の
で
あ
る
。
次
に
五
位
を
學
的
に
考
察
し
て
其
概
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念
を
最
も
簡
潔
に
記
す
る
ミ
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
正
中
偏
、
正
ε
は
則
ち
正
李
の
意
味
に
し
て
軍
等

一
如
の
本
盟
を
現
し
、
而
も
其
本
髄
は
生
滅
無
く
、
塘
減

無
く
、
不
垢
不
浮
に
し
て

自
罷
塞
寂
な
る
が
故
に
無
作
で
あ
り
無
爲
で
あ
り
無
相
で
あ
、る
。
か
く
常
住
に
し
て
不
憂
的
な
る
が
故
に
學
的
眞
如

ε
名
く
べ
く
、

一
切
の
差

別
を
離
却
せ
る
が
故
に
李
等
叉
は

一
如
ε
云
ふ
べ
く
、
畢
寛
認
識
的
時
間
塞
間
因
果
等
の
範
疇
を
超
越
せ
る
實
在
を
名
け
て
正
ミ
云
へ
る
の
で

あ
る
。
曹
山
は
「
正
位
室
界
本
來
無
物
」
ε
注
し
、
石
頭
は
之
を
「
露
源
」
叢
構
し
而
も
「
明
咬
潔
」
ε
云
ふ
、
さ
れ
ば
洞
山
は
石
頭
参
同
契
の
そ
れ

を
正
ε
換
言
せ
し
の
み
で
別
に
新
ら
し
き
獲
見
に
よ
り
て
構
せ
し
者
で
は
な
い
。
而
し
て
顯
訣
に
は
「
正
位
却
偏
」
-こ
云
ふ
、
是
れ
正
位
は
溝
極

的
に
言
へ
ば
準
等

一
如
に
し
て
無
相
な
る
も
積
極
的
に
は

一
切
の
萬
有
を
顯
現
す
、
故
に
正
も
軍
な
る
正
で
な
く
却
來
し
て
見
れ
ば
萬
有
は
正

の
中
の
存
在
で
あ
る
ε
、
是
れ
石
頭
の
「
支
派
噌
流
注
」
の
思
想
を
受
け
て
偏
ε
換
言
す
。
曹
山
は
之
を
繹
し
て
「偏
位
師
色
界
萬
象
有
形
」
く」
云

ふ
。
然
ら
ば
則
ち
正
位
は
総
て
を
超
越
し
て
而
も
総
て

へ
開
展
す
る

一
大
活
力
た
る
こ
ε
が
知
り
得
ら
る
、
。
起
信
哲
學
に
は
此
意
味
を
不
攣

眞
如
ε
唱

へ
、
現
代
の
哲
學
の
所
謂
實
在
ミ
云
へ
る
も
恐
ら
く
之
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。

二
、
偏
中
正
、
此
位
を
輝
の
罷
.験
上
よ
り
考
察
す
れ
ば
、
前
者
よ
り
も
寧
ろ
深
意
を
有
す
る
も
、
其
の
意
味
の
考

察
は
後
に
述
る
ミ
し
て
之

を
正
中
偏
よ
り
見
れ
ば
、
そ
れ
を
反
封
に
顯
せ
し
に
過
ぎ
ぬ
b
略
言
す
れ
ば
憂
化
無
限
な
る

一
切
萬
有
が
直
に

一
如
的
實
在
な
る
こ
ε
を
顯
せ

し
に
過
ぎ
ぬ
。
起
信
哲
學
の
所
謂
随
縁
眞
如
の
意
味
に
し
て
現
代
の
哲
學
の
現
象
師
實
在
の
意
義
ε
何
等
異
な
ら
無

い
の
で
あ
る
。
而
し
て
前

記
の
如
く
参
同
契
中
に
は
「
門
々
一
切
境
回
互
不
回
互
回
而
夏
相
渉
不
爾
依
位
住
」
ε
説
き
、
更
に
當
明
中
有
曙
勿
似
曙
相
遇
當
暗
中
有
咀
勿
以
二

明
相
観
L
ε
注
意
し
、
而
も
此
二
者
の
關
係
は
「
比
如
前
後
歩
』
こ
之
を
明
に
し
て
ゐ
る
。
又
寳
鏡
三
昧
歌
に
は
「
銀
雛
盛
雪
明
月
藏
鷺
」
「
夜
牟

正
明
天
瞬
不
露
」
ミ
詩
的
に
表
現
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
宇
宙
の

眞
相
は
李
等
に
も
あ
ら
す

叉
差
別
に
も
あ
ら
す
、
李
等
ε
差
別
ε
相
師
圓
融
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し
、
偏
位
く」正
位
圓
轄
回
互
し
て
全
く
無
二
無
別

一
罷
な
り
く」
の
意
義
を
正
中
偏
偏
中
正
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。

三
、
正
中
來
、
以
下
の
三
位
は
輝
の
哲
學
的
考
察
¶こ
し
て
は
前
二
位
を
基
礎
ミ
し
て
、
そ
れ
を
實
践
工
夫
す
る
爲

に
施
設
せ
ら
れ
た
者
ざ
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
意
味
よ
り
考
察
す
れ
ば
次
の
飛
中
至
ε
共
に
最
後
の
兼
中
到
に
到
蓬
す
る
目
的
の
爲
の
過
程
的

二
位
ε
し
て
施
設
せ
し
に

過
ぎ
ぬ
。
そ
れ
で
或
は
正
中
よ
り
來
る
者
あ
り
或
は
兼
中
よ
り
至
る
者
あ
り
、
二
者
何
れ
よ
り
す
る
も
目
的
は
兼
中
到
に
あ
り
ミ
す
る
。
而
し

て
正
中
來
は
暉
定
三
昧
に
入
り
無
念
無
想
の
正
位
に
達
す
れ
ば
自
ら

一
切
諸
法
の
作
用
顯
現
す
る
放
に
正
中
來
ぐ」
云
ふ
。
是
れ
丹
霞
の

「如
枯

木
花
開
」
ε
評
せ
し
所
以
で
あ
る
。

四
、
兼
中
至
、
正
中
來
に
反
し
、
萬
有
差
別
世
界
に
あ
り
て
而
も
寂
然
不
動
の
理
想
境
を
失
は
す
造
遙
自
適
の
境
あ
る
を
云
ふ
。
是
れ
丹
霞

の
「
芳
叢
不
艶
」
ε
評
せ
し
所
以
で
あ
る
..

五
、
兼
中
到
、
是
れ
最
後
の
解
脆
境
を
顯
せ
る
者
で
あ
る
。
即
ち
正
偏
來
至
の
四
位
何
等
の
塁
碍
す
る
無
く
、
互
に
相
圓
融
餓
合
し
て
全
く

痩
跡
を
絶
し
、
自
由
自
在
の
妙
用
顯
現
す
る
を
云
ふ
。
而
し
て
兼
ピ
は
総
て
を
観
し
圓
満
無
碍
の
意
味
に
し
て
差
別
李
等
の
封
立
無
く
、
生
佛

迷
悟
修
謹
等
の
見
る
べ
く
論
す
べ
き
無
く
、
所
謂
「
言
語
道
断
心
行
所
滅
」
の
極
致
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
洞
山
は
此
の
如
く
五
位
を
設
け
て
宇
宙

の
眞
相
を
読
明
し
、
兼
て
之
を
實
際
上
に
慮
用
し
以
て
畢
徒
の
罷
験
的
標
準
ミ
な
せ
る
者
で
あ
る
。

以
上
は
其
要
鮎
中
の
要
を
概
論
せ
し
に
過
ぬ
が
、
若
し
五
位
が
此
の
如
き
読
明
に
止
り
、
或
は
之
を
研
究
の
封
象

ε
し
て
論
理
的
に
批
判
考

察
を
恣
に
す
る
ぐ」す
る
も
、
そ
れ
等
は
…騨
ε
は
何
等
の
交
渉
を
有
せ
す
、
五
位
を
眞
實
に
理
解
す
る
者
は
自
己
の
意

識
を
五
位
た
ら
し
め
し
者

の
み
で
あ
る
。
所
謂
冷
暖
自
知
の
味
識
境
の
み
理
解
は
容
さ
る
Σ
の
で
あ
る
。
若
し
五
位
が
論
究
又
は
論
明
に
終
る
な
ら
ば
、
既
に
眞
言
に
五

智
の
研
究
あ
り
、
華
嚴
に
四
法
界
の
哲
學
あ
り
、
何
ぞ
殊
夏
に
五
位
の
施
設
を
要
せ
ん
。
故
に
洞
山
施
設
の
眞
意
の
膿
験
に
あ
り
解
腕
に
あ
り
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脆
落
身
心
身
心
脱
落
に
あ
る
こ
ミ
は
多
言
を
要
せ
す
し
て
明
で
あ
る
。
惑
れ
ば
五
位
の
研
究
は
論
理
を
超
越
し
て
禮
験
の
境
に
立
ち
て
始
て
可

能
で
あ
る
。
是
れ
吾
人
が

一
考
察
を
試
ん
・こ
す
る
所
以
で
あ
る

五

五

位

の

[

考

察

五
位
の
研
究
は
吾
人
が
五
位
に
關
す
る
思
想
を
離
却
し
て
始
め
て
可
能
な
る
者
で
あ
る
。
考

へ
ら
れ
た
五
位
若
く
は
考

へ
つ
」
あ
る
五
位
か

ら
嚴
密
に
離
却
し
て
自
艦
言
し
て
の
五
位
に
蹄
り
得
て
始
め
て
基
礎
を
持
つ
。
多
の
入
の
五
位
の
研
究
は
、
軍
な
る
學
的
研
究
を
以
て
能
事
畢

れ
り
言
す
る
か
、
又
は
同
様
に
艦
験
的
参
究
の
み
に
て
究
誰
し
終
れ
り
噂こ
す
る
か
、
一
一者
其

一
を
出
で
な
い
や
う
で
あ
る
。
さ
れ
さ
灘
の
哲
學

の
根
本
概
念
は
他
の

一
般
的
哲
學
の
如
く
理
論
上
に
得
ら
る
」
者
で
無
く
、
少
く
も
實
際
的
禮
験
に
よ
り
て
始
め
て
基
礎
を
持
つ
の
で
あ
る
。

例
せ
ば
趙
州
の
無
字
の
如
き
、之
を
如
何
に
哲
學
す
る
か

、未
艦
験
の
者
は
恐
ら
く
全
く
哲
學
し
や
う
は
無
い
で
あ
ら
う
、そ
れ
で
輝
の
哲
學
は

罷
験
を
除
外
し
て
は
成
立
し
な
い
、換
言
せ
ば
「
如
是
之
法
」
を
艦
験
し
て
始
め
て
根
本
概
念
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
未
鰹
瞼
に
し
て
哲
學

し
得
た
ε
し
た
な
ら
ば
、
そ
は
輩
な
る
佛
敏
哲
學
で
あ
つ
て
灘
の
哲
學
ε
は
云
へ
な
い
、
假
ひ
灘
が
輝
定
に
重
を
措
く
よ
り
定
慧
の
爾
面
よ
り

し
た
,こ
し
て
も
、
知
識
的
に
考

へ
ら
れ
た
灘
定
は
縄
定
ε
し
て
償
値
な
き
の
み
な
ら
す
眞
實
の
灘
定
で
は
な
い
、
故

に
其
哲
學
は
他
の
敏
理
哲

學
、こ
澤
ぶ
所
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
輝
は
他
の
學
の
如
く
、.
此
岸
よ
り
彼
岸

へ
の
設
明
で
は
概
念
は
得
ら
れ
な
い
、
宗
敏
哲
學
は
彼
岸
の

紳
を
此
岸
よ
り
眺
め
て
概
念
を
得
や
う
ーこ
す
る
の
で
あ
る
が
、
灘
は
彼
岸
を
實
際
に
踏
着
し
神
自
艦
の
立
場
に
立
ち
神
ε
面
々
相
封
し
、
眉
毛

を
結
び
得
て
始
め
て
概
念
を
造
り
得
る
の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
、
五
位
が
輝
の
哲
學
,こ
し
て
も
艦
験
的
基
礎
を
持
ち
て
始
め
て
哲
學
し
得

る
の
で
、
五
位
を
哲
學
し
や
う
ε
す
る
に
は
、
そ
れ
に
關
す
る

一
切
の
思
獺
を
離
却
し
て
、
五
位
當
農

へ
の
深
き
内
省
に
糞
足
を
求
め
て
輝
の

哲
學
は
始
め
て
可
能
ε
な
る
の
で
あ
る
。
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如

灘
の
絶
封
的
唯
心
観
よ
り
見
る
言
き
は
、
佛
陀
の
浬
契
す
ら
佛
陀
が
新
に
得
た
の
で
な
く
、
實
は
先
は
れ
た
る
そ
れ
を
再
び
見
出
し
た

に
過
ぎ
ぬ
。
故
に
吾
人
は
佛
教
は
浬
架
よ
り
出
獲
し
て
而
も
浬
繋
に
蹄
る
の
で
あ
る
ε
云
ふ
。
そ
れ
は
灘
の
唯
心
観
よ
り
見
る
ε
き
は
、
絡
て

の
者
は
皆
自
己
の
も
の
で
あ
つ
て
自
己
以
外
に
は
何
等
の
も
の
も
無
い
か
ら
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
輝
の
哲
學
は
其
肺
趣
に
於
て
自
己
自
罷

の
世
界
を
要
求
す
る
、
そ
し
て
自
艘
の
世
界
は
総
て
が
登
足
せ
し
出
嚢
黙
で
あ
る
ε
同
時
に
亦
蹄
着
で
あ
る
。
故
に
出
嚢
黙
が
こ
・
に
蹄
着
鮎

を
持

つ
て
居
る
、
同
時
に
亦
蹄
着
鮎
か
出
嚢
朧
を
持
つ
、
故
に
出
嚢
も
な
し
得
れ
ば

蹄
着
も
な
し
得
る
。
か
・
ゑ

思
索
を
な
し

得
る
者
は
唯

「
如
」
の
み
で
あ
る
。
洞
山
は
之
を
傳
燈
的
に
は
「如
是
之
法
」
ご
云
ぴ
罷
験
的
に
は
兼
帯
ミ
云
ふ
。
そ
れ
で
五
位
の
思
索
は
普
通
に
云
ふ
正
し
き

思
索
に
ょ
り
て
知
ら
る
Σ
の
で
無
く
、
「
如
」
よ
り
し
て
始
め
て
正
し
き
思
索
は
許
さ
る
・
、
故
に
如
に
蹄
ら
ざ
る
か
ぎ
り
は
正
し
き
思
索
は
容

さ
れ
な
い
。
極
言
す
れ
ば
「
如
」自
身
が
思
索
す
る
こ
く」の
み
が
正
し
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
正
ざ
偏
マ」は
「如
」
自
身
の
二
面
で
あ
る
。
正
偏
・禾

分
以
前
の
「
如
」が
存
在
し
て
始
め
て
正
中
偏
偏
中
正
は
容
さ
る
・
、
況
や
正
偏
兼
帯
の

一
位
の
認
容
せ
ら
る
、
の
は
唯
「如
」あ
る
爲
で
あ
る
。

若
し
「
如
」
無
か
り
せ
ば
正
偏
の
二
は
容
さ
る
ミ
し
て
も
兼
帯
の

日
位
は
則
ち
容
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
而
も
「如
」
は
純
主
観
の
主
罷
に
し
て
如

何
な
る
場
合
に
於
て
も
客
観
性
即
ち
認
識
の
封
象
ご
は
な
り
得
な
い
、
知
識
以
上
言
語
以
上
思
慮
以
上
で
あ
る
か
ら
盟
験
者
の
み
に
「
如
」
の
世

界
は
認
容
せ
ら
る
、
。
學
的
考
察
で
は
必
す
如
以
前
に
不
如
が
存
在
し
、
不
如
の
二
を
結
合
し
て
如
ざ
構
し
て
居
る
が
、
そ
れ
は
二
の
総
合
で

あ
つ
て
如
で
は
な
い
、
如
は
猫
自
的
の
存
在
で
総
合
で
も
な
け
れ
ば
依
存
的
な
者
で
も
な
い
、
総
合
的
な
依
存
的
な
如
な
ら
ば
自
ら
の
力
も
光

も
無
き
故
正
偏
の
作
用
は
嚢
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
「
如
」が
猫
自
的
で
あ
る
か
ぎ
り
は
正
の
時
怯
全
禮
を
畢
け
て
正
で
あ
り
、
偏
の
時
も

亦
全
農
を
畢
ぴ
て
偏
で
あ
る
、
正
の
外
に
偏
が
あ
る
の
で
な
く
偏
の
外
に
正
が
あ
る
で
な
い
、
正
の
時
は
正
で
縄
封
で
あ
り
偏
の
時
は
偏
で
絶

封
で
あ
る
。
何
れ
も
封
待
を
容
れ
ぬ
猫
自
の
者
で
依
存
の
者
で
な
い
、
依
存
に
よ
り
て
支

へ
ら
る
Σ
者
は
「
如
」
で
な
い
、
「
如
」
は
自
ら
の
自
盟
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を
自
ら
支

へ
て
能
所
を
有
せ
ぬ
眞
習
猫
自
な
者
で
あ
る
。
是
れ
輝
租
嫡
傳
の
「
如
是
法
」で
あ
る
。
故
に
「如
是
法
」
は
決
し
て
封
立
的
な
偏
正
で

は
な
い
、
前
述
の
如
く
全
艦
の
正
繋
艘
の
偏
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
天
台
の
恵
信
ガ
「
無
差
別
卒
等
悪
李
等
」
ε
云
へ
る
は
猫
自
の
如
自
艦
に
立

脚
し
た
言
で
な
く
、
差
別
を
豫
想
し
た
言
で
あ
6
か
ら
第

一
義
的
な
正
偏
の
意
義
ミ
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
洞
山
が
正
中
有
偏
ざ
云
へ
る
も

同
意
味
に
し
て
如
自
醒
に
は
許
さ
れ
な
い
語
で
ち
る
。
此
の
如
き
如
を
艦
験
し
て
始
め
て
正
偏
の
契
機
は
得
ら
る
、
。
そ
れ
で
正
偏
の
契
機
は

唯
如
が
把
握
し
ゐ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
輝
の
要
は
如
の
禮
得
に
蹄
す
る
、
從
つ
て
宗
教
の
要
も
こ
れ
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
灘
は
如
を

艦
得
し
て
正
偏
の
契
機
を
握
り
、
之
を
自
由
に
慮
用
し
て
佛
界
ミ
魔
界
-こ
李
等
ε
差
別
、
天
國
ε
地
獄
に
出
入
す
る
に
あ
る
。
五
位
の
罷
験
も

畢
竜
之
を
措
い
て
他
に
な
い
の
で
あ
る
。
芳
し
五
位
を
或
人
々
の
見
る
如
く
、
軍
に
哲
學
ε
の
み
す
る
な
ら
ば
洞
山
は
何
を
苦
ん
で
逐
位
頒
勲

功
碩
を
創
唱
し
や
う
、
彼
の
創
唱
の
主
意
は
断
じ
て
灘
の
哲
學
化
で
な
い
、
佛
浬
契
の
當
罷
に
総
を
館
入
せ
し
め
、
自
受
用
他
受
用
共
に
完
全

せ
し
め
ん
が
爲
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
若
し
輩
に
哲
學
化
す
る
の
み
な
ら
ば
、
天
台
の
三
諦
華
嚴
の
四
法
界
等
に
て
既
に
足
る
の
で
あ
る
。
況

ん

や
輝
の
特
徴
は
華
天
等
に
て
思
索
し
議
せ
る
法
理
を
自
己
の
上
に
肉
現
し
て
、
概
念
的
遊
戯
を
離
却
し
て
自
己
を
法
の
活
動
罷
た
ら
し
め
、

活
現
者
た
ら
し
む
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
輝
は
死
文
字
の
中
、
観
念
遊
戯
の
中
に
は
存
在
し
な
い
、
唯
法
を
自

己
の
上
に
活
現
し
て
、
自

己
の
活
動
が
郎
ち
法
の
活
動
法
の
活
動
が
蔀
ち
自
己
の
活
動
、
師
ち
寳
鏡
三
昧
底
の
み
に
存
在
す
る
、
是
れ
洞
山
が
正
偏
二
位
の
外
他
の
三
位

iを
施
設
せ
る
所
以
で
あ
る
。
然
ら
ば
暉
は
如
何
に
し
て
之
を
艦
得
し
、
其
罷
験
の
方
法
及
び
腿
験
界
の
風
光
如
何
ん
。
吾
人
以
下
此
問
題
に
就

い
て
考
察
を
試
み
た
い
ε
思
ふ
の
で
あ
る
。

一
、
正
中
偏
、
古
來
の
輝
組
は
正
偏
の
二
を
大
艘
左
の
如
く
匿
分
し
て
提
纐
し
て
ゐ
る
。

主
、

室
、
黒
、
陰
、
卒
等
、
不
生
不
滅
、
不
攣
眞
如
、
本
艦
、
塞
、
理
、
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偏
、

色
。
自
、
陽
、
差
別
、
又
生
叉
滅
、
随
縁
眞
如
、
現
象
、
假
、
事
、

以
上
の
如
き
封
立
的
意
義
を
有
す
る
者
を
配
列
せ
ば
無
撒
に
塞
げ
得
る
、
必
す
し
も
古
人
の
提
蜥
せ
し
者
の
み
に
は
隈
ら
ざ
る
を
以
て
今
は
之

を
.省
略
す
る
ε
し
て
、
吾
人
の
第

一
に
考
察
を
試
む
べ
き
問
題
は
、
何
故
に
前
記
の
如
き
封
立
的
な
存
在
が
認
容
せ
ら
る
」
か
、
更
に
換
言
せ

ば
此
の
如
き
封
立
的
な
存
在
は
那
邊
よ
り
.露
現
せ
し
か
、
李
等
ε
云
ひ
本
髄
ε
云
ひ
、
此
等
の
語
は
多
く
窮
極
の
原
理
を
意
味
す
る
者
ミ
し
て

取
扱
は
れ
、
思
索
的
に
は
其
極
塵
ε
し
て
容
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
差
別
的
現
象
界
を
出
獲
鮎
ミ
し
て
思
索
を
進
む
る
な
ら
ば
、
本
艦
叉
は

李
等
に
到
蓬
す
る
は
勿
論
、
そ
れ
は
思
索
の
順
序
で
も
あ
り
叉
公
認
せ
ら
れ
た
思
索
法
で
も
あ
る
。
さ
れ
さ
此
の
如
く
に
し
て
到
蓬
し
得
た
李

等
は
、
其
背
後
に
は
依
然
芝
し
て
現
象
差
別
が
潜
ん
で
ゐ
る
、
正
中
偏
や
偏
中
正
の
立
脚
よ
り
考
察
す
る
は
認
容
し
得
る
も
、
そ
れ
で
は
本
膣

も
李
等
も
猫
自
的
存
在
ε
は
認
め
ら
れ
ぬ
、
依
然
ミ
し
て
依
存
の
存
在
で
あ
る
。
其
間
唯
本
罷
又
は
卒
等
が
主
ミ
な
り
現
象
叉
は
差
別
が
賓
ミ

な
り
て
、
其
地
位
を
韓
換
せ
し
に
過
ぎ
な
い
か
ら
絶
封
的
書
は
言
ひ
得
な
い
、
從
つ
て
正
中
に
偏
が
潜
在
し
偏
中
に
正
が
潜
在
す
べ
き
理
由
が

登
見
せ
ら
れ
な
い
。
洞
山
が
「
易
」
を
借
り
て
提
唱
せ
し
所
以
は
恐
ら
く
こ

Σ
に
存
在
す
る
で
あ
ら
う
、
師
ち
五
炎
の
基
本
ミ
な
れ
る

一
交
が
認

め
ら
れ
ざ
る
以
上
は
憂

は
其
開
展
の
葉

契

ふ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
吾
人
の
考
察
に
よ
れ
ば
葉

的
の
菱

は
正
二

一
)中
偏
(
舳一

)
の

正
の
夏

で
は
あ
り
得
な
い
、
是
桑

中
到
塁

リ
エ

華

の
離
却
の
理
由
笙

み
出
塞

礎
で
あ
る
。
五
位
の
購

的
順
序
よ
り
云
へ
ば

第
五
位
に
至
り
て
明
瞭
ε
な
る
が
、
理
論
的
に
は
樹
立
的
本
髄
及
び
不
等
は
維
封
性
を
有
し
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
思
索
的
に
は

高
次
的
に
よ
り

一
歩
を
越
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
箪
に
現
象
よ
り
本
罷
に
到
達
せ
し
の
み
で
は
、
飽
ま
で
も
現
象
を
越
ゆ
る
こ
ざ
不
可
能
で
あ
る
か

ら
未
だ
窮
極
に
到
達
し
た
ぐ旨は
云
ひ
得
な
い
。
故
に
思
索
的
に
現
在
窮
極
の
本
燈
ε
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
者
を
夏
に
越

へ
て
始
め
て
猫
自
的
な
「如
」

の
世
界
が
顯
る
、
、
佛
教
哲
學
に
於
て
「
不
二
而
ニ
ニ
而
不
二
」
の
語
を
以
て
窮
極
の
眞
理
を
顯
さ
う
ミ
す
る
か
、
窮
極
の
眞
理
に
は
此
の
如
ぎ
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語
を
容
れ
な
い
、
此
等
の
語
は
卒
等
ε
差
別
を
結
び
付
て
造
語
せ
ら
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
絶
封
的
眞
理
を
表
現
せ
る
者
ε
し
て
は
な
ら
な
い
。

故
に
輝
は
此
等
の
語
は
勿
論
思
想
を
超
越
し
た
所
に
向
上
の

一
籔
を
有
す
る
、
そ
れ
は
験
兆
以
前
黒
白
禾
分
の
世
界
で
あ
つ
て
、
實
は
李
等
差

別
本
罷
現
象
の
母
で
あ
る
。
若
し
此
最
高
原
理
の
如
な
き
時
は
本
盟
現
象
李
等
差
別
叉
は
正
中
偏
偏
中
正
の
如
き
者
は
現
れ
な
い
、
中
有
相
即

の
原
理
は
如
な
り
ε
始
め
て
認
め
ら
れ
て
二
而
不
二
の
推
理
は
眞
理
曳こ
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
輝
は
佛
教
の
敏
理
哲
學
以
上
に
凋
自
の
哲
理
ε

世
界
を
有
し
て
居
る
。
故
に
哲
學
ミ
し
て
も
宗
教
ε
し
て
も
超
越
的
如
是
の
「
如
」を
把
握
せ
ざ
る
以
上
は
五
位
の
基
本
を
有
せ
ざ
る
ざ
共
に
絶

封
界
の
風
光
も
味
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
「
如
」
砿
正
で
も
偏
で
も
本
髄
で
も
現
象
で
も
な
い
、
叉
そ
れ
等

の
統

一
者
で
も
な
い
、
そ
れ

ら
は
如
自
身
の
飛
躍
に
ょ
り
て
創
造
せ
ら
れ
た
者
で
、
換
言
す
れ
ば
如
の
開
展
に
ょ
り
て
そ
れ
等
は
現
は
る
ふ
、
若
し
如
の
開
展
な
き
ぐ」
き
は

李
等
も
差
別
も
本
膿
も
現
象
も
有
り
得
な
い
、
而
し
て
そ
れ
等
は
如
自
身
の
開
展
で
あ
る
か
ら
何
も
皆
封
待
を
離
れ
て
猫
自
な
縄
待
者
で
あ
る

差
別
も
李
等
も
本
艦
も
現
象
も
悉
く
皆
絶
封
的
な
者
で
あ
つ
て
封
立
的
に
見
る
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
五
位
は
此
の
如
き
超
越
的
境

地
に
導
く
た
め
に
封
立
的
現
實
の
立
場
よ
り
進
む
べ
き
路
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
こ
・
に
正
中
偏
の
髄
験
が
第

一
位
に
施
設
せ
ら
れ
し
所
以
で

あ
る正

中
偏
の
哲
學
的
意
義
、こ
せ
ら
る
・
意
味
は
前
に
概
説
せ
る
を
以
て
輝
は
之
を
如
何
な
る
方
法
に
よ
り
て
艦
瞼
し
且
つ
實
現
す
る
か
論
明
し

や
う
Q
膿
験
の
第

一
歩
は
自
己
自
ら
の
主
観
の
考
察
よ
り
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
嚴
密
な
考
察
は
多
方
面
に
渉
り
て
少
歎
な
時
間
ε
員
歎
で
は

許
さ
れ
な
い
。
さ
れ
さ
要
を
探
り
て
云
へ
ば
矛
盾
の

一
語
に
居
る
。
則
ち
是
ミ
非
、
生
ミ
死
、
善
ミ
悪
、
愛
ミ
憎
、
苦
ミ
樂
、
理
想
言
現
實
、

生
死
噛し
浬
榮
、
大
霊
小
、
方
ミ
圓
、
長
ミ
短
、
李
等
ミ
差
別
、
本
艦
ミ
現
象
、
此
等
の
封
立
の
世
界
は
総
て
が
矛
盾
の
世
界
で
あ
る
。
け
れ
さ

も
客
観
世
界
自
身
は
矛
盾
な
世
界
で
は
な
い
、
所
謂
短
者
短
法
身
長
者
長
法
身
に
し
て
長
短
齊
し
く
猫
自
の
法
身

で
あ
つ
て
比
較
を
絶
し
て
ゐ
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る
。
さ
れ
、ご
之
を
吾
人
の
意
識
上
に
移
す
時
は
直
ち
に
比
較
を
生
じ
矛
盾
は
こ
」
に
生
す
る
。
か
く
て
矛
盾
は
吾
人

一
切
の
苦
悩
を
生
む
の
で

あ
る
。
爾
佛
教
心
理
よ
り
云
へ
ば
韮
宰
的
自
我
が
矛
盾
の
持
ち
主
で
あ
り
、
自
我
の
内
面
に
は
五
欲
で
あ
り
六
煩
惜

で
あ
り
種
々
な
る
不
合
理

な
心
意
が
藏
さ
れ
て
ゐ
る
ミ
せ
ら
れ
、

一
切
の
矛
盾
は
之
に
よ
り
て
生
す
ε
せ
ら
る
。
是
等
は
考
察
の
基
黙
を
主
観

に
置
く
か
客
観
に
置
く
か

の
相
異
で
結
果
に
於
て
は
同
様
で
あ
る
ゆ
へ
今
は
此
問
題
に
は
深
く
立
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
暉
は
如
何
に
し
て
矛
盾
を
打
破
し
て
統

一
を
實
現
す
る
か
、
差
別
界
を
越

へ
て
李
等
界
に
入
る
か
、
正
中
偏
は
則
ち
こ
れ
が
爲
の
課
題
で
あ
る
。
此
課
題
の
透
過
に
要
意
せ
ら
れ
た
る

者
が
帥
ち
坐
輝
ぐ」公
案
で
あ
る
。
縄
は
此
二
に
よ
り
て
自
我
の
破
産
ざ
生
命
の
革
新
を
な
さ
し
む
る
。
吾
入
は
其
説
明
を
省
略
し
て
無
門
慧
開

の
語
を
照
介
し
や
う
。

無
門
日
..
参
灘
須
γ透
二租
師
關
一。
妙
悟
要
下窮
二
心
路
一経
上
。
租
關
不
〆透
。
心
路
不
レ絶
。
羅
是
依
草
附
木
精
籔
。
且
道
。
如
何
是
組
師
關

。

只
者

一
箇
無
字
。
乃
宗
門

一
關
也
。
燧
目
〆之
。
日
ご輝
宗
無
門
關
一。
透
得
過
者
。
非
三
但
親
見
一趙
州
一。
便
可
下
與
二歴
代
租
師
一。
把
γ手
共

行
。
眉
毛
厨
結
。
同

一
眼
見
。
同

一
耳
聞
上。
堂
不
二慶
快
一。
莫
ノ有
下要
二透
關
一底
乱
歴
。
將
二三
百
六
十
骨
節
。

八
萬
四
千
毫
籔
一。
通
身
起
二

箇
疑
團
一。
参
二箇
無
字
一。
書
夜
提
蜥
。
莫
〆作
二塵
無
會
一。
莫
ご有
無
會
一。
如
γ呑
二了
箇
熱
鍼
丸
一相
似
。
吐
又
吐
不
〆出
。蕩
二蒸
從
前
悪
智

悪
豊
一。久
々
純
熟
。
自
然
内
外
打
成

一
片
。
如
二唖
子
得
ラ
夢
。
只
許
二
自
知
δ
幕
然
打
嚢
。
驚
天
動
地
。
如
下
奪
一一得
關
將
軍
大
刀
一入
上
ゾ手
。

逢
γ佛
殺
ノ佛
。
逢
ノ組
殺
レ
租
。
於
二生
死
岸
頭
一。
得
二大
自
在
一。
向
三
ハ
道
四
生
中
一。
遊
戯
三
昧
。
且
作
歴
生
提
纐
。
壼
一本

生
氣
力
一。
羅
二

箇
無
字
一。
若
不
一一間
断
一。
好
似
二法
燭

一
鮎
便
著
一

是
れ
云
ふ
ま
で
も
な
く
無
門
關
第

一
則
狗
子
無
佛
性
の
話
に
就
て
恵
開
が
下
せ
る
垂
示
で
あ
る
が
、
曹
山
が
正
位
塞
界
本
來
無
物
ε
注
せ
し
如

く
、
正
位
を
得
ん
ε
欲
せ
ば
則
ち

一
切
の
相
封
的
知
、
我
非
我
、
主
観
客
観
、
佛
凡
、
迷
悟
等
の

一
切
の
育
限
知
抽
象
知
を
放
下
し
養
し
て
心
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路
を
絶
却
し
て
打
成

一
片
ε
な
ら
ね
ば
室
界
の
領
得
は
出
來
な
い
、
塞
の
罷
験
は
自
己
の
意
識
の
全
農
を
室
に
せ
し
人
の
み
得
、
無
も
同
襟
に

自
己
の
身
心
を
無
の
結
晶
罷
-こ
せ
し
人
の
み
禮
験
し
得
る
、
此
塞
此
無
を
禮
得
せ
し
人
の
み
正
位
は
味
識
せ
ら
る
、
、
而
も
味
識
の
世
界
は
論

理
の
世
界
で
な
く
、
論
理
を
越

へ
た
る
事
實
の
世
界
で
あ
る
か
ら
疑
ん
ε
欲
し
て
も
疑
ひ
得
な
い
箕
實
自
己
猫
知
の
實
験
界
で
あ
る
。
古
人
は

正
位
の
端
的
を
上
諸
佛
無
く
下
衆
生
無
く
煩
憎
無
く
菩
提
無
く
生
死
無
く
浬
榮
無
く

一
味
李
等
無
差
別
の
境
涯
に
し
て
郎
ち
見
性
の
當
髄
で
あ

る
ε
云

へ
り
、
然
り
無
及
び
察
の
當
艦
は
唯
そ
れ
の
み
あ
り
て
他
に
何
等
の
認
む
べ
き
者
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
さ
其
中
に
は
必
然
的
に
萬

象
の
羅
列
を
含
む
を
以
て
正
中
偏
ミ
云
ふ
、
何
故
に
正
中
に
偏
が
存
在
す
る
か
、
之
を
見
性
の
立
脚
よ
り
云
へ
ば
絶
封
智
自
身
の
客
観
性
で
あ

る
。
卒
等
の
極
施
に
到
蓬
す
れ
ば
其
反
動
作
用
ε
し
て
差
別
は
現
す
る
、
然
し
其
差
別
は
李
等
自
身
の
流
注
作
用
で
あ
つ
て
、
吾
人
の
相
封
的

立
脚
か
ら
眺
め
た
差
別
で
な
い
。
故
に
他
の
語
を
以
て
云

へ
ば
、
李
等
は
理
で
あ
り
差
別
は
智
で
あ
る
。
智
は
李
等

自
身
の
自
嚢
的
顯
現
に
外

な
ら
ぬ
。
此
意
味
に
於
て
「
中
」
ε
は
師
の
意
味
で
あ
り
、
部
の
意
味
も
此
意
味
に
於
て
當
龍
全
是
の
そ
れ
ε
な
り
て
深
き
意
義
を
持
つ
の
で
あ

る
。
灘
に
於
て
は
李
等
の
極
腱
に
到
蓬
せ
し
底
を
大
死

一
番
ε
云
ふ
、
差
別
的
意
識
か
全
く
統

一
せ
ら
れ
即
ち
室
叉
は
李
等
の
意
識
に
改
造
せ

ら
れ
た
る
實
際
的
の
境
地
で
勿
論
概
念
や
観
念
で
な
く
全
く
事
實
の
境
地
で
あ
る
。
而
し
て
大
死

一
番
底
よ
り
の
更
生
を
絶
後
に
再
び
蘇
る
ε

云
ふ
、
是
れ
郎
ち
卒
等
の
反
動
作
用
ε
し
て
の
差
別
智
の
顯
現
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
さ
れ
さ
此
差
別
智
は
見
性
の
端
的
よ
り
云
へ
ば
・賓
位
に
囑

す
る
ゆ
へ
に
正
中
偏
ε
云
ひ
、
不
等

へ
の
蹄
入
を
主
ε
し
て
説
け
る
者
で
あ
る
。
故
に
洞
山
は
三
更
初
夜
月
明
前
莫
怪
相
逢
不
相
識
・こ
云
ひ
、

又
は
向
ミ
も
構
せ
し
所
以
で
あ
る
。
然
ら
ば
相
逢
相
識
底
は
如
何
、
是
れ
次
の
偏
中
正
の

一
位
の
施
設
せ
ら
れ
し
所
以
で
あ
る
。

二
、
偏
中
正
、
「
如
」
は
前
記
の
如
く
何
等
の
限
定
を
受
け
な
い
ゆ

へ
、
卒
等
・の
時
に
農
艦
…牛
等
で
あ
り
差
別
の
時
は
羅
膿
差
刷
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
差
別
は
如
の
分
化
で
あ
る
か
ら
之
を
分
裂
的
に
思
惟
す
る
は
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
。
未
見
性
の
者
の
意
識
は
意
識
自
身
が
多
く
分
裂
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的
で
あ
り
封
立
的
で
あ
る
か
ら
、主
観
の
絶
封
性
を
有
し
な
い
、從
つ
て
差
別
を
見
る
場
合
も
李
等
を
見
る
場
合
も
固
定
化
し
て
其
自
由
性
を
失

ふ
の
で
あ
る
ρ
さ
れ
さ
「
如
」
は
差
別
く」し
て
も
李
等
ぐ」し
て
も
自
由
で
あ
る
が
共
に
輩
な
る
そ
れ
で
は
な
い
。
然
る
に
吾
入
の
意
識
は
常
に
之

を
固
定
化
し
て
限
定
せ
ん
ミ
す
る
の
で
其
何
れ
か
に
堕
し
易
い
、
罷
験
の
場
合
に
於
て
も
廣
大
に
し
て
透
明
な
る
李
等
性
を
艘
得
す
る
も
爾
且

つ
.李
等
に
堕
し
易
く
、從
つ
て
自
由
性
を
見
失
ふ
に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
偏
中
正
は
其
弊
を
救
ひ
如
の
光
を
得
せ
し
め
解
脱
自
在
な
ら
し
め
ん

爲
の
施
設
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
自
然
界
も
人
事
界
も
共
に
複
難
に
し
て
其
間
に
塵
す
る
に
は
無
凝
の
智
用
を
要
す
る
、
況
ん
や
吾
人
習
性
た

る
執
着
心
は
好
悪
の
爾
境
に
封
し
て
憎
愛
の
情
を
生
じ
て
容
易
に
之
を
解
脱
す
る
こ
ε
能
は
ざ
れ
ば
、
其
解
脱
を
得
せ
し
め
ん
が
爲
め
設
け
し

者
で
あ
る
。
そ
れ
で
偏
中
正
に
於
て
は

一
面
に
卒
等
堕
を
救
ひ

一
面
に
は
差
別
に
自
在
を
得
せ
し
め
、
李
等
差
別
回
互
三
昧
底
を
與
ふ
る
爲
で

あ
る
。
天
台
は
此
意
義
を
示
す
爲
め
に
三
観
を
説
く
、
塞
鯉
堕
を
救
ふ
爲
に
假
観
を
説
く
、
師
ち
塞
観
の
境
は

一
切
室
の
故
に
能
度
の
佛
無
く

所
度
の
衆
生
な
く
、
暉
の
所
謂
黒
漫
々
の
境
に
し
て
正
位
の
端
的
で
あ
る
。
恵
信
が
無
差
別
李
等
悪
李
等
ミ
喝
破
せ
し
如
く
、
室
位
の
み
な
れ

ば
宗
敏
の
用
も
救
濟
の
事
も
認
め
ら
れ
ざ
る
故
眞
實
の
佛
敏
に
あ
ら
す
、
全
く
現
實
肚
會
を
無
覗
し
て
箪
な
る

一
面
の
観
察
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
更

に
假
観
を
設
け
て
其
弊
を
救
ひ
て
室
假
を
封
立
せ
し
む
。
さ
れ
さ
封
立
の
世
界
は
何
れ
も
限
界
を
発
れ
ぬ
故
其
に
固
定
化
し
て
自
由
性
を
有
し

㌔

居
な
い
。
是
に
更
に
中
撃

設
け
て
其
限
界
を
破
し
、
破
壊
の
當
慮
に
中
導

登
見
し
て
、
塞
の
外
に
假
な
く
假
の
外
に
室
な
く
同
時
に
中

の
外
に
室
假
な
く
塞
假
の
外
に
中
無
し
ミ
三
観
を
読
い
た
の
で
あ
る
。
故
に
三
観
に
於
て
庭
別
無
き
が
如
く
、
偏
正
の
二
に
於
て
も
本
分
現
成

の
腿
別
な
け
れ
ば
、
正
師
偏
、
偏
師
正
、
卒
等
師
差
別
、
差
別
邸
李
等
、
萬
法
自
己
を
照
し
、
自
己
萬
法
を
照
し
て
心
境

一
如
物
我

一
髄
、
鏡

鏡
を
照
し
て
影
像
無
き
端
的
で
あ
る
。

三
、
正
中
來
、
前
二
位
は
準
等
く」差
別
-こ
を
各
賓
王
に
分
ち
互
換
的
に
盟
験
し
、
李
等
に
於
て
根
本
智
を
得
差
別
に
於
て
後
得
智
を
得
て
更
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に
李
等
差
別
の
槻
念
を
打
破
し

一
味
の
法
界
に
入
り
、
正
帥
偏
偏
即
正
、
自
他
同

一
、
始
本
不
二
、
本
階
現
象

噸
如
を
罷
験
す
る
こ
ε
は
勿
論

な
る
が
、
此
の
如
き
世
界
に
到
達
し
此
の
如
き
世
界
に
止
住
す
る
な
ら
ば
如
何
な
る
者
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
は
法
悦

に
満
さ
れ
た
神
秘
の
世
界

ミ
も
歎
喜
の
鰻
毫
S
も
云
ひ
得
や
う
。
然
し
そ
れ
は
果
し
て
宗
教
の
目
的
で
あ
ら
う
か
、
若
し
然
り
.こ
す
れ
ば
韓
薩
道
に
於
け
る
上
求
菩
提
下

化
衆
生
の

一
行
は
説
か
れ
て
居
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
勿
論
箪
に
究
理
的
に
の
み
見
る
な
ら
ば
、
既
に
百
尺
竿
頭
に
到
達
せ
し
故
目
的
は
達
せ

ら
れ
居
る
か
ら
止
佳
の
世
界
ε
せ
ら
る
・
か
も
知
れ
な
い
、
華
嚴
哲
學
の
三
寳
究
理
中
に

三
就
二融
通
二説
、
世
出
世
間
差
別
法
、
羅
記
圓
明
、
大
箆
假
現
、

一
一
無
ノ
有
二自
膿
一、
當
艦
便
圓
豊
、

則

一
切
皆
佛
也
o

如
二鏡
現
〆像
像

々
皆
鏡
一、
所
現
法

一
一
寂
滅
、
錐
二寂
滅
一而
不
レ壌
ゾ相
、
性
相
不
異
故
、

一
一
相
随
ド性
而
遍
二法
界
一、

性
随
γ相
千
差
、

鑑
二未
來
際
一性

相
擬
、
究
寛
可
二軌
持
一法
也
。
既

一
一
相
随
μ
性
無
凝
、
則

一
入
一二

切
一、

一
切
入
ン
一
、

一
包
一一
一
切
一、

一
切
包

γ
一
、
交
参
和
合
無
γ違
、

凡
聖
二

}
皆
然
俗
也
。
(華
嚴
維
別
行
疏
砂
一
づ

S
説
て
あ
る
。
洞
山
の
表
示
ε
比
較
す
る
ε
極
め
て
巧
妙
に
設
明
さ
れ
て
居
る
。
究
理
的
に
は
此
以
上
に
進
み
得
な
い
ざ
し
て
も
、
禮
験
的
に

は
竿
頭
更
に

一
歩
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
に
ょ
り
て
こ
そ
宗
敏
の
天
地
は
円活
け
る
世
界
ε
な
る
。
正
中
來
を

却
來
底
ε
云
ふ
も
韓
μ位
就

μ功
ε
云
ふ
も
こ
Σ
に
存
す
る
。
さ
れ
ば
正
中
來
の

一
位
は
宗
教
の
生
命
ε
も
云
ひ
得
る
。
正
は
自
信
の
世
界
で
あ
り

來
は
教
入
信
の
世
界
で

あ
る
。
菩
薩
道
は
畳
他
の
爲
の
自
畳
で
あ
る
か
ら
、
五
位
に
於
て
も
回
互
三
昧
の
膿
験
は
勿
論
正
中
來
の
爲
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
故
に
正
中

來
は
全
く
智
の
世
界
に
囑
す
る
、
而
も
其
智
は
究
理
的
に
辿
る
智
で
な
く
て
無
縁
の
大
悲
に
促
さ
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。
古
人
が
正
中
來
に
妙
観

察
智
を
現
せ
し
意
味
も
そ
こ
に
存
在
す
る
G
成
唯
識
論
に

妙
観
察
智
、
謂
、
如
來
善
能
観
二察
諸
法
圓
融
次
第
一、
復
二
知
衆
生
根
性
樂
欲
一、
以
二無
凝
辮
才
一、
説
二諸
妙
法
一、
令
三
其
開
悟
獲
一大
安
樂
一
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亡
記
し
て
ゐ
る
。
偏
中
正
に
於
て
客
翻
…界
に
於
け
る
個
々
解
脆
を
計
る
ε
共
に
無
量
の
法
財
を
掌
中
に
執
改
す
る
、
見
性
後
の
公
案
は
全
く
之

が
爲
で
あ
つ
て
、
自
信
の
世
界
の
建
設
で
あ
る
。
そ
れ
で
輝
に
於
け
る
信
の
世
界
は
正
偏
二
位
に
よ
り
て
造
ら
る
Σ
が
、

一
面
に
は
解
脆
自
在

の
境
で
あ
る
同
時
に
法
荘
嚴
の
櫻
閣
で
あ
る
か
ら
、
公
案
の
罷
鹸
者
は
箪
に
三
昧
底
の
機
用
ε
の
み
思
ふ
て
は
な
ら
ぬ
、
機
用
は
法
理
の
活
讃

で
あ
る
ゆ
へ
に

一
則
毎
に
其
法
理
を
味
ひ
、
佛
智
蕪
嚴
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
諸
法
圓
融
の
次
第
を
観
察
す
ミ
は
則
ち
そ
れ
で
あ

つ
て
自
信
の

世
界
の
蕪
嚴
で
あ
る
。
自
信
世
界
の
建
造
せ
ら
れ
而
し
て
敏
人
信
の
化
他
の
大
道
は
開
か
る
Σ
。
所
が
そ
れ
は
何
故
に
無
縁
の
大
悲
に
依
る
で

あ
る
か
、
前
に
も
記
せ
る
加
く
李
等
差
別
の
制
限
が
撤
廃
せ
ら
れ
た
世
界
は
自
が
他
で
あ
り
他
が
自
で
あ
る
か
ら
、
自
他
の
念
な
く
全
艦
を
墓

け
て
の
慈
悲
ぐ」韓
す
る
故
正
位
に
謹
を
取
ら
す
し
て
大
悲
門
の
打
開
鴨こ
な
る
の
で
あ
る
。
勿
論
大
悲
門
を
打
開
す

る
上
は
、
衆
生
根
性
の
樂
欲

を
知

つ
て
法
を
與
ふ
べ
き
は
云
ふ
ま
で
も
無
い
か
ら
、
牟
満
模
實
顯
密
聖
浮
は
元
よ
り
基
督
教
で
も
不
可
は
な
い
の
で
あ
る
。

四
、
兼
中
至
、
正
中
來
を
自
受
用
三
昧
よ
り
他
受
用
に
出
る
者
、こ
す
れ
ば
、
此
は
正
し
く
他
受
用
師
ち
教
人
信
の
立
揚
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

正
偏
の
二
は
元
よ
り

一
切
諸
法
が
具
備
し
、
而
も
其
正
・こ
偏
、こ
が
互
に
即
し
て
何
れ
の

一
方
に
も
堕
す
る
こ
ミ
を
許
さ
な
い
、
所
謂
明
暗
双
々

の
端
的
に
し
て
正
し
く
正
偏
回
互
の
場
合
で
あ
る
。
故
に
洞
山
は
爾
刃
(
正
偏
)交
鋒
(
回
互
)不
須
避
ε
云
ひ
、
何
故
に
不
須
避
で
あ
る
か
な
れ

ば
、
塞
寂
の
境
よ
り
動
用
の
世
界
に
韓
じ
、
動
用
の
中
に
立
ち
て
實
地
の
踏
着
を
試
み
し
者
な
れ
ば
身
心
共
に
秋
毫
の
間
隙
無
く
、
眞
實
卸
の

立
場
に
立
て
る
爲
で
あ
る
。
好
手
還
同
火
裡
蓮
、こ
は
則
ち
こ
の
言
で
あ
る
。
而
も
此
機
用
は
臨
濟
の
喝
徳
山
の
棒
中
に
常
に
堂
々
ざ
露
現
し
て

居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
古
入
の
機
用
に
就
て
味
ふ
べ
き
勿
論
で
あ
る
が
、
濟
度
の
機
用
は
こ
Σ
に
存
在
す
る
こ
ε
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
さ
れ
さ
亦
此
境
必
す
し
も
臨
濟
徳
山
の
捧
喝
の
中
の
み
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
十
牛
圖
第
十
入
塵
垂
手
の
下
に
左
の
如
く
記
し
て
居

る
、
「
柴
門
猫
掩
千
聖
不
知
」
是
れ
元
よ
り
自
受
用
底
で
あ
る
。
「
埋
自
己
之
風
光
負
前
賢
之
途
…轍
提
瓢
入
市
策
杖
還
家
酒
蹄
魚
行
化
令
成
佛
」是
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Lれ
郎
他
受
用
底
で
あ
る
。
元
來
度
生
の

一
門
に
は
正
則
あ
り
攣
則
あ
り
、
佛
陀
の
教
化
及
び
他
派
の
祀
師
に
は
正
則
多
く
し
て
憂
則
は
少
で
あ

る
。
然
る
に
暉
門
の
宗
師
家
に
は
攣
則
多
く
し
て
正
則
は
少
で
あ
る
。
唐
宋
の
時
代
は
殆
ん
汐
攣
則
を
以
て
…機
用
を
現
し
て
居
る
。
十
牛
の
そ

れ
も
則
ち
攣
則
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
、
則
ち
前
賢
佛
租
の
威
儀
細
行
の
正
則
の
途
轍
に
負
ひ
て
猟
狂
の
態
を
な
せ
る
布
袋
を
引
け
る
は
則
ち
そ
れ

で
あ
る
。
故
に
碩
に
も

者
漢
親
從
異
類
來
。
分
明
馬
頷
與
縢
額
。

一
揮
鐵
棒
如
風
疾
。
萬
戸
千
門
書
諮
開
。

ま
あ
る
。
就
中
観
音
の
三
十
三
身
十
九
設
法
は
攣
則
の
偉
観
で
あ
る
ε
同
時
に
回
互
三
昧
底
の
帥
の
立
場
が
能
く
現

れ
て
居
る
、
是
に
よ
り
て

も
化
度
門
の
妙
訣
は
兼
中
至
に
あ
る
こ
ε
が
知
り
得
ら
る
㌔

五
、
象
中
到
、
青
原
惟
信
輝
師
の
示
衆
に
曰
く

未
二参
輝
一時
、
見
γ山
是
山
、
見
〆水
是
水
、
隔及
下至
後
來
親
見
二知
識
一有
中箇
入
慮
上
、

見
〆山
不
ご
是
山
一、

見
〆水
不
二是
水
一、

而
今
得
二休

欺
慮

一、
依
然
、
見
ノ山
只
是
山
,
見
〆
水
只
是
水
、
(
五
燈
會
元
十
七
)

ミ
、
参
輝
に
は
遽
箇
の
三
階
級
あ
り
、
而
し
て
兼
中
到
は
第
三
級
に
囑
す
、
第

一
級
は
元
よ
り
凡
夫
地
に
し
て
相
封
界
で
あ
り
、
第
二
級
は
見

性

園
満
の

↓
如
界
で
あ
る
。
そ
れ
で
正
偏
の
二
位
及
び
來
至
の
二
位
も
共
に
此
階
級
に
属
す
、
師
ち
正
位
に
於
け
る
見
性
の
端
的
は

一
如
の
妙

理
顯
れ
自
己
本
分
の
家
郷
に
踏
入
せ
し
境
涯
な
れ
ば
、
差
別
の
境
を
透
脱
せ
し
ゆ
へ
山
是
れ
山
に
あ
ら
す
水
是
れ
水
に
あ
ら
す
し
て
李
等
の
世

界
で
あ
る
。
爾
後
の
偏
中
正
は
差
別
ぐ」
は
云

へ
、
其
差
別
は
箇

々
に
顯
れ
た
る
李
等
の
差
別
な
れ
ば
卒
等
の
範
園
を
出
で
す
、
來
至
の
二
位
は

李
等
の
宗
教
的
作
用
な
れ
ば
同
じ
く
準
等
に
属
す
る
を
以
て
、
三
位
を
合
し
て
第
二
級
に
掻
め
し
に
過
ぎ
ぬ
。
第
三
級
師
ち
兼
中
到
は
壁
行
圓

・満
の
境
地
な
れ
ば
、
更
に
成
す
べ
き
道
も
な
く
救
ふ
べ
き
人
も
な
い
眞
實
自
己
猫
自
の
風
光
脱
洒
自
在
の
境
地
で
あ

る
。
故
に
兼
中
到
は
前
四
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位
を
究
め
書
せ
し
所
に
現
れ
た
る
者
で
、
塞
假
の
こ
観
は
勿
論
中
道
観
も
超
越
し
、
凡
聖
有
無
修
謹
等
無
き
絶
封
的
無
爲
の
世
界
で
あ
る
。
そ

れ
で
此
境
地
に
は
宗
教
の
最
高
位
た
る
神
も
佛
も
悟
も
越

へ
て
ゐ
る
こ
ε
を
髄
験
し
て
、
如
猫
自
の
境
に
還
り
て
四
句
百
非
を
蓮
離
し
て
何
等

の
依
止
を
有
し
な
い
か
ら
眞
實
の
大
解
腕
境
で
あ
る
。
悟
了
は
未
悟
に
同
じ
ε
は
古
人
が
此
境
盗
追
破
せ
し
語
な
る
が
、
山
は
是
れ
山
水
は
是

れ
水
¶こ
云
ふ
も
決
し
て
未
悟
の
時
の
そ
れ
で
は
な
い
、
否
定
の
否
定
よ
り
肯
定
へ
出
て
の
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
當
然
解
腕
界
中
に
書
か
れ
た

一
幅

の
山
水
で
あ
る
。
十
牛
圖
第
九
に
此
境
を
煩
し
て
左
の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。
吾
人
は
此
境
を
明
に
す
る
爲
め
少
し
く
読
明
を
加

へ●て
更
に
此
境

を
明
瞭
に
し
同
時
に
輝
の
極
致
の
漕
息
を
現
し
た
い
霊
思
ふ
。

用
審
機
關
費
書
功
、
促

々
底
事
不
如
聾
、
草
鞍
根
断
來
時
路
、
百
鳥
不
鳴
花
自
紅

輝
の
立
脚
よ
り
云
へ
ば
、
佛
教
の
教
理
哲
學
も
千
七
百
の
話
頭
も
全
く
自
己
究
明
の
機
關
で
あ
つ
て
、
其
機
關
の
艦
験
に
は
幾
多
の
親
参
的
工

夫
を
要
す
る
、
今
は
そ
れ
等
の
者
悉
く
用
ひ
壷
し
て
見
思
塵
沙
無
明
等
の
煩
拶
を
遠
離
し
て
本
來
清
浮
の
自
己
に
蹄
り
得
た
れ
ば
、
更
に
復
無

明
の
噺
す
べ
き
無
き
故
に
爆
々
た
る
心
地
も
亦
無
用
に
聾
す
、
是
れ
「
不
如
聾
」
ざ
云
ひ
又
「
雫
如
直
下
若
盲
聾
」
ε
穗

し
洞
山
は

「
折
合
還
蹄
炭

裡
坐
」
ε
唱

駆
し
所
以
で
あ
る
。
鳴
呼
此
境
こ
そ
眞
實
に
敬
外
別
傳
不
立
文
字
の
世
界
で
あ
つ
て
、
何
等
の
依
存
も
依
止
も
な
く
、
如
自
身
の

凋
自
の
境
で
あ
る
。
是
兼
帯
の

一
境
に
居
り
て
輝
の
要
は
器
き
、
「
如
愚
如
魯
」
で
あ
る
か
亦
佛
界
魔
界
出
入
自
在
で
も
あ
る
。
輝
の
宗
教
は
此

大
脱
底
に
至
り
て
始
め
て
窮
極
に
達
す
ε
構
す
る
の
で
あ
る
。

六

結

.

以
上
の
考
察
は
五
位
が
如
何
に
罷
験
せ
ら
れ
つ
Σ
あ
る
か
其

一
般
を
述
べ
し
に
過
ぎ
ぬ
ゆ

へ
、
艦
験
心
理
の
輻
換

の
記
蓮
を
訣
く
は
元
よ
り

五
位
の
解
脱
に
も
不
充
分
な
鮎
多
く
、
從
て
明
瞭
な
ら
ざ
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
艦
験
的
地
位
の
第
五
位
を
占
む
べ
き
理
由
は
前
述
中
に
明
瞭

ざ
な
れ
り
ミ
思
惟
す
る
か
ら
、
教
理
上
の
断
惑
謹
理
ε
の
比
較
及
び
其
心
理
の
韓
換
の
歌
態
は
改
め
て
稿
を
起
す
こ
ミ
」
し
て
欄
筆
す
る
。
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